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277 億 9,177 万円
歳入 地方交付税　

　　　46.6％
　129 億
　　6,113 万円

市債　9.1％
25 億 3,240 万円

国庫支出金　8.7％
24 億 1,092 万円

県支出金　6.5％
18 億   579 万円

市税　14.6％
40 億 5,009 万円

諸収入　4.0％
11 億 1,302 万円

繰越金　3.5％
9 億 6,534 万円

使用料及び手数料
2.0％

5 億 5,716 万円

分担金及び負担金
1.0％

2 億 7,033 万円

繰入金　0.3％
　  7,850 万円

財産収入・寄付金等
0.9％

2 億 4,960 万円

地方譲与税等 2.8％
　7 億 9,749 万円

依 存 財

源
73.7％自

主
財

源
26.3％

歳出
260 億 9,985 万円

民生費　23.4％
61 億   164 万円

土木費　17.1％
44 億 6,075 万円

公債費　14.1％
36 億 9,305 万円

教育費　11.0％
28 億 7,925 万円

総務費　8.1％
21 億   772 万円

衛生費　6.3％
16 億 6,005 万円

商工費　4.6％
11 億 9,242 万円

災害復旧費　4.5％
11 億 7,055 万円

農林水産業費　3.5％
9 億 1,384 万円

消防費　3.1％
8 億 1,074 万円

諸支出金　2.6％
6 億 8,078 万円

議会費　0.9％
2 億 2,763 万円 労働費　0.8％

2 億   143 万円
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平
成

２３
年
度　

魚
沼
市
の
歳
入
・
歳
出

決
算
状
況

■
一
般
会
計　

歳
入

（
対
前
年
度
比
１
，
５
６
６
万
円

増
）
で
歳
入
全
体
の
１４
．
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
１
２
９
億
６
，
１
１
３
万
円

（
同
３
億
８
，
２
７
８
万
円
増
）

で
歳
入
全
体
の
４６
．
６
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
市
の
借
入
金
で
あ
る

市
債
が
２５
億
３
，２
４
０
万
円（
同

１
億
３
５
０
万
円
減
）９
．
１
％
、

国
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
国
庫
支

出
金
が
２４
億
１
，
０
９
２
万
円

（
同
１１
億
６４
万
円
減
）
８
．
７
％
、

県
か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
県
支

出
金
が
１８
億
５
７
９
万
円
（
同

３
億
６
，１
３
３
万
円
増
）６
．５
％

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
市
税
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯

税
）
は
、
４０
億
５
，
０
０
９
万
円

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
方
な
ど
へ
の
福
祉
の
た

め
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
が
、

６１
億
１
６
４
万
円
（
対
前
年
度
比

５
億
７
，
６
１
８
万
円
増
）
で
歳

出
全
体
の
２３
．
４
％
と
最
も
多
く

を
占
め
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
道
路
等
の
整
備
の

た
め
の
経
費
で
あ
る
土
木
費

が
、
４４
億
６
，
０
７
５
万
円
（
同

１
億
４
，
４
４
３
万
円
増
）
１７
．

１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
市
債
の
償
還
金
等
の
公

債
費
３６
億
９
，
３
０
５
万
円
（
同

３
，２
５
６
万
円
増
）
１４
．
１
％
、

教
育
費
２８
億
７
，９
２
５
万
円（
同

■
一
般
会
計　

歳
出

問　

財
政
室　

☎
７
９
２
・
９
２
０
５

３
億
６
，０
３
６
万
円
減
）１１
．０
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
２３
年
７
月
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
に
よ
り
災
害
復
旧

費
が
、
１１
億
５
，
３
７
６
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
道
路
や
施
設
整
備
な
ど

の
経
費
に
あ
た
る
普
通
建
設
事
業

費
は
、
国
の
経
済
対
策
に
係
る
臨

時
交
付
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
１９
億
６
９
２
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
決
算
」
と
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
や

県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
の
収
入
が

ど
の
く
ら
い
で
、
そ
の
お
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
表
し

た
も
の
で
、
い
わ
ば
市
の
家
計
簿

と
も
い
え
ま
す
。

　

平
成

２３
年
度
の
市
の
決
算
が
９

月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
や
使
用
料
な
ど
市

が
独
自
に
収
入
で
き
る
お
金
（
自

主
財
源
）は
歳
入
全
体
の
２６
．３
％

で
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
、
建
設
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
市
債
な

ど
、他
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金（
依

存
財
源
）
は
同
じ
く
７３
．
７
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平成２３年７月の新潟・福島豪雨で災害復旧
費が平成２２年度より増額となりました。

災害の復旧はやっぱり
大切だもんね。

（前年度比  12 億 3,064 万円、4.5％減）
（前年度比  5 億  407 万円、1.8％減）

（
前

年
度

比

3,343 万円、0.5％増） （前年度比
5 億

3,750 万
円

、
2.6％

減
）

一般会計一般会計
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使われました。

（平成 24 年 3 月 31 日現在の人口
40,465 人で換算）

644,998 円
市民１人あたり

※昨年に比べ 19,767 円の減額です。

11 億 1,689 万円

その他の主要事業（一般会計のみ）

■市道整備事業　　　　　　　１億　512 万円　市道の新設・改良等の整備
■うかじ園増床支援事業　　　　　 8,400 万円　特別養護老人ホームへの支援
■公共交通総合連携計画事業　　　 8,255 万円　生活交通路線への補助、地域乗合タクシー等社会実験
■消防庁舎建設事業　　　　　　　  7,936 万円　消防本部と出張所の新庁舎用地購入等

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険特別会計
事業勘定 44 億　394 万円 41 億 7,970 万円 2億 2,424 万円

直営診療所施設勘定 2 億 2,820 万円 2億 2,800 万円 20 万円
後期高齢者医療特別会計 ７億 4,517 万円 7億 4,040 万円 477 万円
介護保険特別会計 38 億 6,830 万円 38 億 6,807 万円 23 万円
診療所特別会計 6,918 万円 6,899 万円 19 万円
スキー場事業特別会計 2 億 2,545 万円 2億 2,107 万円 438 万円
工業団地造成事業特別会計 7,987 万円 7,860 万円 127 万円

合　計 96 億 2,011 万円 93 億 8,483 万円 2億 3,528 万円

会　計　名 収　益 費　用 利益（損失）
病院事業会計 8 億 8,691 万円 9億 2,063 万円 ▲ 3,372 万円
ガス事業会計 10 億 4,290 万円 9億 8,341 万円 5,949 万円
水道事業会計 6 億 9,750 万円 6億 4,173 万円 5,577 万円
下水道事業会計 18 億 7,309 万円 17 億 8,775 万円 8,534 万円

合　計 45 億　  40 万円 43 億 3,352 万円 1億 6,688 万円

基金
基金名 23 年度末現在高 対前年度増減額 基金名 23 年度末現在高 対前年度増減額

財政調整基金 30 億 5,584 万円 1億 3,193 万円 ふるさと結基金 864 万円 93 万円
減債基金 70 万円 0円 災害対策基金 2,814 万円 1万円

地域振興基金 43 億　221 万円 221 万円 住民生活に
光をそそぐ基金 5,558 万円 ▲ 5,292 万円

公共施設整備等基金 7 億 5,334 万円 4億  　12 万円 過疎地域支援基金 1 億円 1億円
芸術文化振興基金 1,914 万円 1万円

奨学基金
現金 1,922 万円 39 万円

目黒邸保存基金 5,259 万円 2万円 貸付金 5 億 9,278 万円 ▲ 39 万円
すこやか基金 3,948 万円 2万円 計 6 億 1,200 万円 0円

渓流魚保全基金 1,601 万円 ▲ 89 万円
医   師  等
修学基金

現金 9,400 万円 ▲ 600 万円
新庁舎建設基金 10 億 1,012 万円 41 万円 貸付金 600 万円 600 万円

計 1 億円 0円

特別会計

※各事業会計の損益計算書数値より作成

２３
年
度
主
要
事
業

ー
こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
し
た
ー

≫≫■
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

■
金
融
対
策
事
業

４億  384 万円

≫≫

企業会計≫≫

≫≫

≫≫市債
会　計 23 年度借入額 23 年度元利償還金 23 年度末残高

一　般　会　計 25 億 5,240 万円 37 億 1,305 万円 310 億 7,882 万円
特　別　会　計 スキー場事業 1,230 万円 1,819 万円 8,491 万円

企　業　会　計

病院事業 1,940 万円 4,019 万円 6億 9,038 万円
ガス事業 0 円 7,712 万円 6億 7,800 万円
水道事業 1 億   910 万円 2億 6,298 万円 30 億 1,445 万円
下水道事業 2 億　980 万円 20 億 2,890 万円 182 億 5,894 万円

合　計 29 億　300 万円 61 億 4,043 万円 538 億   550 万円

特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して別に処理するための会計です。

　株式会社等の民間企業と同じ会計方式を採用し、市が特定の事業を直接経営
する会計です。

市が条例で定めた目的に使用するために積み立てたお金で、家庭の預貯金に当たるものです。

　市が、道路や各種施設の整備などで多額の費用を必要とする場合、費用の一部を国など
から借り入れて事業を実施します。この借入金のことを市債といいます。

■
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業

1 億 8,094 万円

■
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

６億 2,210 万円
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費目 割合 金額

民生費 23.4％ 150,788 円

土木費 17.1％ 110,237 円

公債費 14.1％   91,265 円

教育費 11.0％   71,154 円

総務費   8.1％   52,088 円

衛生費   6.3％   41,024 円

商工費   4.6％   29,468 円

災害復旧費   4.5％   28,928 円

農林水産業費   3.5％   22,583 円

消防費   3.1％   20,036 円

諸支出金   2.6％   16,824 円

議会費   0.9％ 　5,625 円

労働費   0.8％ 　4,978 円

計 100.0％ 644,998 円

市内中小企業者への金融支援を行
いました。

年次計画に基づいて、小・中学校
の大規模改修を行いました。

平成 23 年度は、

国の制度に基づいて、農地の保全
等のため交付金を交付しました。

国の制度に基づいて、障害のある
方に各種サービスの給付を行いま
した。

※地方財政状況調査及び地方公営企業決算状況調査より作成
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空き家等における現状と課題
ご存じですか？

空
き
家
等
の適正

な
管
理
を

『
魚
沼
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
』
を
施
行

　

市
で
は
、
空
き
家
等
の
所
有
者

等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
、
適

正
な
管
理
を
促
し
、
生
活
環
境
の

保
全
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家

等
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
定
住
を
促
進
し
た
り
、
地

域
の
交
流
拠
点
の
整
備
等
を
図
る

た
め
、平
成
２４
年
１１
月
１
日
に「
魚

沼
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
及
び

有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」
を
施

行
し
ま
し
た
。

■
条
例
の
主
な
内
容

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
等
が
、
管

理
不
全
な
状
態

に
な
る
こ
と
を

防
止
し
た
り
、

こ
の
状
態
に
な

①
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
管
理

不
全
な
状
態
に
あ
る
空
き
家

等
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
、
市
が
実
態
調
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

②
調
査
し
た
空
き
家
等
の
状

態
に
よ
り
、
必
要
な
措
置
に

つ
い
て
の
助
言
・
指
導
・
勧

告
や
命
令
の
行
政
手
続
を
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
緊
急
に

対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
市

が
回
避
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
と
り
、
そ
の
費
用
を
所

有
者
等
に
請
求
で
き
ま
す
。

③
所
有
者
等
が
命
令
に
応
じ

な
い
場
合
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
氏
名
・
住
所
等
を
公

表
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
に

よ
り
、
周
り
の
方
に
非
常
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

は
、
最
終
手
段
と
し
て
市
が

行
政
代
執
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
費
用
は
所
有

者
等
か
ら
徴
収
で
き
ま
す
。

る
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
に
、
所

有
者
等
に
対
し
て
適
正
な
管
理
を

す
る
よ
う
責
任
と
義
務
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
等
を
有
効
に
活

用
し
て
、
定
住
の
促
進
や
地
域
の

交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
な
整
備
を

行
う
場
合
、
市
が
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今冬の災害救助法による除雪の状況

問　

ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

　

空
き
家
等
の

　
　
　

適
正
管
理
へ
の
流
れ

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
責
任
で
所
有
す
る

財
産
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
空
き

家
等
の
所
有
者
等
の
皆
さ
ん
は
、

管
理
不
全
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ

う
、
自
己
責
任
で
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
管

理
不
全
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
等

の
情
報
提
供
と
、
市
が
行
う
実
態

調
査
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【用語の解説】
空き家等：土地に定着する建物その他の工作物及び立木（当該建物そ
の他の工作物と同一敷地内にあるものに限る。）をいい、常時無人の
状態にあるもの
所有者等：空き家等を所有し、もしくは占有し、または管理する者
管理不全な状態：空き家等が、老朽化もしくは豪雪・台風等の自然災
害により倒壊するおそれがある状態、建築材等の飛散により危険が生
じるおそれがある状態、不特定者の侵入による火災もしくは犯罪が誘
発されるおそれのある状態または周辺の住民へ迷惑を与えるおそれの
ある状態

１１
月
１
日

■
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　民間の空き家等については、もちろん所有者等の財

産であり、管理不全な状態にあることから生じた問題

は、当事者間で解決を図ることが基本です。

　また、管理に瑕
か し

疵があることにより他人に損害を与

えたときは、その所有者等に損害を賠償する責任が生

じてきます。

　近年は、相続放棄や所有者等の所在不明などにより

放置されて、管理不全な状態となった空き家等が多く

の住民の生命・身体及び財産に影響を及ぼす場合が見

受けられるようになり、これらを保護すべき立場から

行政側が関与せざるを得ない

事案が増えてきています。

　空き家等の適正管理は、

全国的にも大きな問題と

なっているのです。
平成 23 年度決算書・決算資料は、各市民センター・北部振興事務所、市内図書館（室）、市役所ホームページでも
ご覧になれます。

　自治体が財政の健全化を判断するための指標（実質公債費比率など４指標）と公営企業ごとの経営状況を明らかに
する指標（資金不足比率）の公表が、法律により義務付けられています。また、平成２０年度決算からは、これらの
各指標が一定基準以上になった場合、財政の早期健全化や再生を図るための計画の作成なども必要になりました。

平成 23 年度決算に基づく指標と比率を公表します

魚沼市 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準 概　　　要

22 年度 23 年度

実質赤字
比　　率 － － 12.63 20.0

財政運営の深刻度を示します
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を
指標化したもの（魚沼市の普通会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

連結実質
赤字比率 － － 17.63 30.0

市全体の財政運営の深刻度を示します
　市の全会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体としての赤字の程
度を指標化したもの（魚沼市の全会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

実質公債費
比　　率 16.9 13.7 25.0 35.0 資金繰りの危険度を示します

　借入金の返済額（公債費）と、これに準ずる額の大きさを指標化したもの

将来負担
比　　率 84.2 66.5 350.0

将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します
　一般会計の借入金（地方債）や将来的に支払う可能性のある負担等について、
現時点での残高の程度を指標化したもの

資金不足
比　　率 － －

経営健全化基準 経営状況の深刻度を示します
　公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化したもの（魚沼市の公営企業会計に資金不足は生じていないため該当しません。）20.0

※表中の「－」は、赤字額・不足額のないことを表しています。

　魚沼市は、いずれの指標も基準を下回ることができ、実質公債費比率については年々低くなっていますが、より一層
債務の縮減を図り、持続可能な財政運営に努めていかなければなりません。

　自治体の財政力の柔軟性を示す指標。「毎年
入る、使いみちが自由なお金」（経常一般財源）
のうち、「必ず支出しなければならないお金（経
常的支出）に使った割合。この指標が高いほど、
財政が硬直化していることを示している。

　自治体の財政力の強弱を示す指標。この指数
が高いほど財源に余裕があると言え、１以上の
自治体は、普通交付税の不交付団体となる。（過
去３か年度の平均数値）

■公債費比率　11.5％（11.7％）

　経常一般財源のうち、「借金の返済に充てら
れたお金」（公債費）の割合

　歳入歳出の差引から翌年度繰越財源を除いた
実質的な収支（実質収支）を、サラリーマンの
収入で言えば「基本給」に近い、「標準財政規模」
で割ったもの。通常３～５％が適当な範囲

※補償金免除繰上償還
　公債費負担の軽減対策として、一定の条件（実質公債費比
率、合併の有無等）を満たす地方公共団体を対象に、平成
１９年度から高利率（年５％以上）の公的資金の繰上償還を
行う場合、補償金（後年度の利子分）が免除されるものです。

≫≫

市
債
の
返
済
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　

市
債
の
償
還
金
は
、
合
併
後
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
補
償

金
免
除
繰
上
償
還
（
※
）
の
影
響

に
よ
り
平
成
１９
年
度
か
ら
２１
年
度

に
か
け
て
は
一
時
的
に
急
増
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
２２
年
度
以

降
は
そ
の
効
果
が
現
れ
、
減
少
傾

向
で
推
移
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
２４
年
度
以
降
の
借
入
れ

に
係
る
償
還
金
は
含
ま
れ
て
い
な

い
の
で
、
今
後
の
借
入
額
の
動
向

に
よ
っ
て
は
、
償
還
金
の
増
加
が

始
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

魚
沼
市
の
財
政
状
況
を
表
す
４
つ
の
指
数　
　

（　）
は
昨
年
度
の
数
値

■財政力指数　0.307（0.321）

■経常収支比率　89.3％（88.0％）

■実質収支比率　5.8％（4.6％）
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

普
通
会
計

企
業
会
計

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）
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　今年の広島平和記念式典に参加
してきた中学生の皆さんの作文を
掲載します。

（前後編・後編）

を訪ねて
ヒロシマ

2012

　

僕
は
今
年
、
広
神
中

学
校
の
代
表
と
し
て
、

広
島
派
遣
事
業
に
立
候

補
し
ま
し
た
。
最
初
は

少
し
興
味
が
あ
る
程
度
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
原
爆
の
す
さ
ま

じ
い
威
力
、そ
し
て
悲
惨
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
被
爆
者
体
験
講
話
で
は
、
被
爆
者

の
方
か
ら
当
時
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
話
か
ら
は
改
め
て
原
爆
の
怖

さ
が
わ
か
り
、
ま
た
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
わ

か
る
感
覚
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
の
被
爆
者
の
方
の
「
助
け
合
わ
な
き
ゃ
生

き
て
こ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
と
て

も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
人
は
助
け

合
っ
て
こ
そ
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

た
し
、
一
人
一
人
が
そ
の
心
を
持
て
ば
平
和

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
向
い
ま
し

た
。
被
爆
し
た
時
の
写
真
、
被
爆
し
た
広
島

の
模
型
、
そ
し
て
遺
品
な
ど
た
く
さ
ん
の
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
コ
ゲ
に
な
っ
た
お
弁

当
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
三
輪
車
、
全
身
ヤ

ケ
ド
を
負
っ
た
人
の
写
真
、
そ
の
全
て
の
資

料
か
ら
原
爆
の
威
力
、
怖
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
普
段
は
特
に
意
識
は
し
ま
せ
ん
が

写
真
の
重
み
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
、原
爆
ド
ー
ム
を
訪
れ
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
は
６７
年
前
の
原
子
爆
弾
が
落
ち

た
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ガ
レ
キ
が
落
ち
て
い
て
、
そ
こ
だ
け
時

が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
頑
丈
に
で

き
て
い
た
は
ず
の
建
物
が
一
発
の
爆
弾
に
一

瞬
で
破
壊
さ
れ
た
と
思
う
と
本
当
に
怖
い
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
式
典
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が

い
て
、
戦
争
を
な
く
す
な
ど
の
平
和
へ
の
強

い
願
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
話
を
聞
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
核

兵
器
廃
絶
、
そ
し
て
世
界
恒
久
平
和
に
、
世

界
は
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
新
た
な
タ
イ

プ
の
核
の
実
験
や
核
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
に
は
広
島
に
原
爆
を
投
下
し
た
の
は

正
し
か
っ
た
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
僕
に
は
原
爆
を
投
下
し
た
こ
と
が
正
し

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
！広

神
中
学
校
２
年
　
清き

よ
づ
か塚

　
直な

お
ゆ
き幸

か
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。で
も
、

も
し
投
下
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
新
し
い

核
兵
器
を
作
っ
て
い
い
と
い
う
理
由
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
広
島
の
よ

う
に
原
爆
を
投
下
さ
れ
、
悲
し
む
こ
と
が
ど

の
国
に
も
無
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
、
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、み
ん
な
が
笑
い
合
い
、ピ
ー

ス
を
で
き
る
よ
う
な
平
和
な
世
界
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
広
島
派
遣
事
業
に
参
加
し

て
、
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
参
加
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
平
和
な
未
来
を
切
り
拓
こ
う
」

守
門
中
学
校
３
年
　
諸も

ろ
は
し橋

　
茉ま

な奈

　

私
は
、
広
島
平
和
記

念
式
典
派
遣
事
業
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
日
目
は
、

被
爆
体
験
講
話
を
講
師
の
植
田
さ
ん
か
ら
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

６７
年
前
の
８
月
６
日
。
こ
の
頃
の
日
本
は

戦
争
中
で
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
戦
争
に
使

い
、
国
民
は
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
生
活
は
貧
し
く
て
も
、
元
気
に
明

る
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
一
発
の
原
子
爆
弾
」
が
投
下

さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
人
々
の
生
活
や
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、
思
い
出

し
た
く
な
い
「
過
去
」
を

私
達
に
、
一
生
懸
命
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

き
っ
と
、
あ
の
戦
争
と
は
、
何
だ
っ
た
の
か

を
私
達
に
伝
え
た
い
と
い
う
植
田
さ
ん
の
思

い
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
戦
争
体

験
の
な
い
私
達
に
と
っ
て
、
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
は
、
衝
撃
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
、
戦
争

や
核
に
つ
い
て
真
剣
に
向
き
あ
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
達
は
「
平
和
な
未
来
」
を
自
ら

考
え
、
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

二
日
目
は
、
約
２
万
４
千
羽
の
平
和
の
折

り
鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
島
平

和
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
派
遣
事
業
に
行
く
前
に
、
世
界
の
核
兵
器

事
情
に
つ
い
て
調
べ
、
世
界
平
和
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
原
爆
は
恐
ろ
し
い
も
の
な
の

に
、
現
在
、
世
界
の
核
兵
器
の
保
有
数
は
、

２
万
６
千
発
も
あ
り
、
そ
の
威
力
は
、
広
島

に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
お
よ
そ
１８
万
７
千
発

分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
事
実
に
私
は
、
非

常
に
驚
き
ま
し
た
。
広
島
市
長
が
式
典
で
述

べ
た
平
和
宣
言
の
中
に
「
核
と
人
類
は
共
存

で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
私
の
胸
に
響
い
て
い
ま
す
。

世
界
で
唯
一
、
核
兵
器
の
被
害
を
受
け
た
日

本
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
私
達
が
全
世
界
に
向

け
て
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
に
つ
い
て

強
く
訴
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
訪
れ
た
原
爆
ド
ー
ム
は
、
６７

年
前
の
あ
の
日
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
吹

き
飛
ん
だ
レ
ン
ガ
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
な

い
螺
旋
階
段
、
む
き
出
し
の
鉄
の
骨
組
み
。

私
は
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
、
原
爆
は
本
当

に
恐
し
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
戦
時
中
実
際
に
使

わ
れ
て
い
た
国
民
服
、
８
時
１５
分
の
ま
ま
の

腕
時
計
、
被
爆
し
た
男
の
子
の
足
の
爪
と
皮

膚
な
ど
、
思
わ
ず
目
を
閉
じ
た
く
な
る
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
事
実

を
受
け
と
め
、
今
、
平
和
な
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
私
達

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

悲
し
い
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
で
も
、
未
来
を
考
え
、
未
来
を
変
え
る

こ
と
は
出
来
ま
す
。
戦
争
に
よ
っ
て
奪
わ
れ

た
命
の
重
み
、
残
さ
れ
た
人
達
の
生
き
よ
う

と
す
る
強
い
気
持
ち
、
被
爆
体
験
を
次
の
世

代
に
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、私
は
身
近
に
あ
る
小
さ
な「
平

和
」
を
積
み
重
ね
、
真
の
平
和
を
つ
く
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ぼ
く
が
被
爆
者
体
験

講
話
で
実
際
に
話
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
植
田
の

り
子
さ
ん
の
講
話
の
中

で
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、「
今
の
君
た

ち
と
同
じ
よ
う
に
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
元
気
に
く
ら
し
て
い
た
」

と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
今
ま
で
歴
史

の
本
な
ど
を
読
ん
で
、
そ
の
当
時
の
く
ら
し

は
と
て
も
楽
し
い
様
子
に
は
感
じ
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
話
さ
れ
て
い
て

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

小
出
中
学
校
２
年
　
加か

と
う藤

　
　
海か

い

驚
き
ま
し
た
。
食
糧
が
足
り
な
か
っ
た
り
、

学
校
で
は
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
な

か
、
戦
争
に
使
う
道
具
を
作
り
な
が
ら
、「
お

国
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
ぇ
」
と
、
友
だ

ち
と
話
し
、
元
気
を
出
し
て
く
ら
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
こ
の
話
が
強
く
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
本
な
ど
か
ら
知
っ
た
だ
け

で
は
暗
い
様
子
に
し
か
見
え
な
い
過
去
も
、

実
際
に
当
時
を
生
き
た
人
に
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
た
違
う
よ
う
に
見
え
て
き
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

次
に
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て
み
て

思
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
式
典
に
出
る
と

い
う
、
小
学
１
年
の
頃
か
ら
の
思
い
が
叶
っ

た
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

式
典
の
中
で
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉
が
一
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
平
和
へ
の
誓
い
」

の
中
の
「
人
間
は
過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
け
れ
ど
、
未
来
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　

こ
れ
を
聞
い
て
、「
未
来
を
変
え
る
と
は

実
際
に
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
？　

そ

の
答
え
を
出
す
の
は
難
し
い
と
思
う
け
れ

ど
、
と
に
か
く
今
は
、
原
爆
の
悲
劇
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
、
も
っ
と
周
り
の
人
に
伝
え
て
い
け
た

ら
い
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
小

さ
な
こ
と
が
、
未
来
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
の
感
想
で
す
。

ぼ
く
は
、小
学
６
年
の
頃
、一
度
広
島
に
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
と
き
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
、

た
だ
単
に
「
本
に
あ
る
の
と
一
緒
だ
。
見
た

か
っ
た
も
の
が
見
れ
た
」
と
、
そ
ん
な
感
じ

で
た
だ
興
奮
し
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
し
か

し
今
回
は
、
実
際
に
被
爆
し
た
人
の
話
を
聞

い
た
中
で
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、ほ
ん
の
少
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
の
心
の
成
長
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

原
爆
の
子
の
像
も
、
６
年
生
の
頃
一
度
見

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
も
、
原
爆
ド
ー
ム
と

同
じ
感
情
で
し
た
。
し
か
し
今
回
は
、
折
り

鶴
を
み
ん
な
で
奉
納
し
ま
し
た
。
も
の
す
ご

い
数
の
折
り
鶴
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
２
万
４
千
の
折
り
鶴
を
奉
納

し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、「
市
内
の
方
々
の
原

爆
に
対
す
る
思
い
を
代
表
し
て
折
り
鶴
を
奉

納
し
た
ん
だ
」と
い
う
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
事
業
に
参
加
で
き
た
こ
と

を
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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保健福祉センター
（将来計画）

新築棟

市
民
み
ん
な
で
育
て
る
地
域
医
療
提
供
体
制
を
目
指
し
て

　

県
立
小
出
病
院
は
、
平
成
２７
年

６
月
頃
に
市
立
新
病
院
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
、
身
近
な
医
療
を
提

供
し
な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
、
期
待

さ
れ
る
「
魚
沼
市
の
安
全
安
心
の

シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
医
療
機
能

を
担
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
が

送
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の
健
康
管

理
を
担
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
力
で
地
域
医
療
を
育

て
、
支
え
て
い
く
体
制
の
整
備
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
は
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
一
部
を
除
い
て
新
築
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
新
築
棟
に
は
外
来
や
リ
ハ
ビ
リ
、

　

人
工
透
析
室
が
入
り
ま
す
。

＊
病
棟
は
現
在
の
西
病
棟
を
改
修

　

し
て
使
用
し
ま
す
。

＊
老
朽
化
し
た
建
物
は
取
り
壊
し

　

て
、　

跡
地
に
駐
車
場
を
整
備

　

し
ま
す
。

主
な
整
備
内
容

新
病
院
の
概
要

問　

新
病
院
対
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
３
６

身近な医療
の充実

産み育てる
環境の整備

予防医療
の充実

医療資源
の育成

一般・寝台用ＥＶ
物品搬送用ＥＶ
小荷物専用リフト
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新病院４つの柱

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５階

４階

３階

２階

１階

渡り廊下

療養病棟

一般病棟・分娩

一般病棟

テナント診療所・在宅医療・保育

手術・中材・医局・管理

リハビリ・レストラン・給食・透析

救急・外来・内視鏡・放射線

既存西病棟 新築棟

＊
既
存
西
病
棟
と
の
接
続
に
配
慮

　

し
、
渡
り
廊
下
を
緩
や
か
な
勾

　

配
の
ス
ロ
ー
プ
で
接
続
で
き
る

　

よ
う
階
高
を
設
定
し
ま
す
。

＊
浸
水
対
策
と
し
て
、
新
築
棟
に

　

は
地
下
階
を
設
け
ず
、
発
電
機

　

等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
は
２
・

　

３
階
へ
配
置
し
ま
す
。

断面計画

１
階　

外
来
患
者
の
フ
ロ
ア

　

外
来
診
療
科
に
近
接
し
た
位
置

に
放
射
線
、
内
視
鏡
、
生
理
機
能

検
査
を
集
約
し
て
配
置
し
、
外
来

の
診
察
、
検
査
か
ら
会
計
ま
で
の

流
れ
を
１
階
フ
ロ
ア
で
完
結
で
き

る
計
画
と
し
ま
す
。

２
階　

地
域
主
体
の
フ
ロ
ア

　

講
堂
、
地
域
サ
ロ
ン
、
レ
ス
ト

３
階 

手
術
と
ス
タ
ッ
フ
主
体
の
フ
ロ
ア

　

検
体
検
査
、
管
理
部
門
等
、
診

療
を
支
え
る
機
能
を
配
置
し
ま

す
。
手
術
部
門
及
び
連
携
し
て
洗

浄
・
滅
菌
を
行
う
中
央
材
料
部
門

を
配
置
し
ま
す
。

■
新
築
棟

１
階　

病
院
の
多
機
能
フ
ロ
ア

　

多
様
な
診
療
科
の
集
積
を
目
指

し
、
テ
ナ
ン
ト
診
療
所
を
２
区
画

設
置
し
ま
す
。
病
児
・
病
後
児
保

育
室
、
在
宅
医
療
部
門
を
配
置
し

ま
す
。

２
階
～
４
階　

入
院
の
フ
ロ
ア

　

２
・
３
階
は
一
般
病
床
を

９０
床
、

４
階
は
療
養
病
床
を

４４
床
配
置
し

ま
す
。
３
階
に
は
分
娩
部
門
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
病
床
の
一
部

を
産
科
専
用
病
床
と
し
て
運
用
し

ま
す
。

　

４
階
の
療
養
病
棟
は
特
殊
浴
室

と
機
能
訓
練
室
を
設
置
し
ま
す
。

病
室
は
４
床
室
と
１
床
室
で
構
成

し
ま
す
。
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
車
椅
子
用
ト
イ
レ
を
フ
ロ
ア
に

分
散
し
て
配
置
し
ま
す
。

　

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
専
用
諸
室
の

充
実
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

■
既
存
西
病
棟

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

運営計画
実施設計

新築棟建築工事
開
　
　
院

開院準備 解体

外構

引越西病棟改修

■
■ 

■

　

平
成
２７
年
度
の
開
院
に
向
け
、

今
年
度
は
運
営
計
画
と
実
施
設
計

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
■ 

■

各
階
の
配
置
計
画

■
■ 

■

ラ
ン
を
吹
き
抜
け
に
面
し
て
配
置

し
ま
す
。
人
工
透
析
室
及
び
リ
ハ

ビ
リ
を
配
置
し
ま
す
。

現在の西病棟

新病院外観イメージ図



平
成
２５
年
４
月
１
日
に
向
け
て
、

都
市
ガ
ス
料
金
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す

　

原
料
ガ
ス
の
卸
元
会
社
の
石
油
資
源
開
発

株
式
会
社
は
、
平
成

２５
年
４
月
１
日
か
ら
原

料
ガ
ス
の
値
上
げ
を
行
う
こ
と
を
魚
沼
市
に

提
示
し
て
い
ま
す
。

　　　

こ
れ
は
、
輸
入
ガ
ス
価
格
が
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
国
産
ガ
ス
価
格
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。（
下

記
グ
ラ
フ
参
照
）
原
料
費
の
値
上
げ
で
ガ
ス

料
金
を
改
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
魚
沼
市
ガ

ス
水
道
局
で
は
経
費
や
想
定
販
売
量
、
選
択

約
款
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
な
ど
全
体
的
な
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ス
供
給
を
安
全
に
行
う
た
め
の
老
朽
ガ

ス
埋
設
管
の
布
設
替
や
施
設
の
更
新
、
事
故

の
防
止
等
の
保
安
強
化
の
た
め
の
費
用
、
ガ

ス
販
売
に
係
る
営
業
費
用
や
減
価
償
却
費
な

ど
の
経
費
が
適
正
で
あ
る
か
、
経
済
産
業
局

の
査
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
ガ
ス
事
業
の
経
営
状
況

と
し
て
、
ガ
ス
販
売
量
の
年
度
別
内
訳
と
推

移
、
輸
入
ガ
ス
の
高
騰
に
よ
る
料
金
へ
の
影

響
、
年
度
別
の
経
費
の
内
訳
と
推
移
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

問　

ガ
ス
水
道
局　

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

料金改定のスケジュール
時　期 計　画

平成 24 年
10 月～ 11 月 ガス料金改定に係る

経済産業局による査定

12 月 市議会にガス供給条例の
一部改正提案

平成 25 年

  1 月 経済産業局へガス料金
改定の認可申請

  2 月 経済産業局から
料金改定の認可

  4 月 1 日 料金改定の実施

　輸入ガス価格は、３か月前の原油価格に連動し推移する傾向にあります。ペルシャ湾を廻る中東地域や北アフ

リカの政情不安により原油と輸入ガス価格は、このところ高値で推移しています。また、ギリシア危機をはじめ

とする世界経済の閉塞感や為替相場の影響もあり、原油価格の動向は不透明な状況にあるといえます。

　

人
口
の
減
少
や
オ
ー
ル
電
化
住
宅
へ
の
移

行
、
省
エ
ネ
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
供

給
約
款
ガ
ス
（
主
に
家
庭
用
ガ
ス
）
販
売
量

は
年
々
減
少
し
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
い
え

ま
す
。

　

一
方
、
選
択
約
款
の
う
ち
、
融
雪
契
約
は

契
約
数
が
年
々
増
加
し
、
最
近
の
大
雪
の
影

響
も
あ
り
販
売
量
が
伸
び
て
い
ま
す
。

 

年
度
別
の
ガ
ス
販
売
量
の

内
訳
と
推
移

 

輸
入
ガ
ス
高
騰
に
よ
る

ガ
ス
料
金
へ
の
影
響

　

お
客
様
か
ら
い
た
だ
く
料
金
は
、
輸
入
ガ

ス
価
格
動
向
を
反
映
さ
せ
て
毎
月
変
動
し
ま

す
。
前
の
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
輸

入
ガ
ス
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
料
金
は
基
準
限
度
額
を
超
過
し
て

い
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
た
単
価
分
は
市
の
負
担
と

な
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

ガ
ス
事
業
の

年
度
別
の
経
費
と
推
移

　

小
口
部
門
（
一
般
の
お
客
様
へ
の
販
売
）

の
ガ
ス
購
入
費
は
、
ガ
ス
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
か
ら
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
建
設

改
良
に
充
て
た
借
金
残
高
（
起
債
）
を
減
ら

す
よ
う
、
平
成
２２
年
度
か
ら
借
金
を
せ
ず
に

運
営
を
し
て
い
る
た
め
、
支
払
利
息
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
経
費
削
減
の
努
力
と
し

て
、
営
業
費
用
の
削
減
・
管
理
施
設
の
統
合

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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１０
月
７
日
と
８
日
の
２
日

間
、
小
出
商
工
会
で
ガ
ス
水
道

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
前
「
ガ
ス
展
」
の
名
称
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
水

道
・
下
水
道
含
め
規
模
を
拡
大

し
、「
ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア
」
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
大

勢
の
方
が
集
ま
り
、
会
場
は
と

て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。　

↑ミニ縁日会場は子どもたちで大賑わ
い！ウオヌマンも駆けつけ、ショーが
行われました。

↑ガスや水道製品、トイレ用製品の展
示会場。お客様は熱心に説明に聞き
入っていました。

ガス水道フェアを開催しました

80,000 円

75,000 円

70,000 円

65,000 円

60,000 円

55,000 円

50,000 円

45,000 円

40,000 円

140 ＄

130 ＄

120 ＄

110 ＄

100 ＄

  90 ＄

  80 ＄

  70 ＄

  60 ＄

  50 ＄
H22.7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 H23.1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 H24.1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

輸入ガス価格限度額

輸入ガス価格を料金に反映する上限。

これを超えると次ページの「原料費（輸

入ガス）調整単価グラフ」のように、

市の負担が発生します。

原油（＄/bbl）
輸入ガス（円 / トン）

  輸入ガス価格と原油価格の推移  

ガス事業（小口部門）費用グラフ
800

700

600

500

400

300

200

100

0
H19 H20 H21 H22 H23

ガス購入費
支払利息
営業外費用
減価償却費
営業費用

（万円）

ガス事業（小口部門）販売量グラフ

H19 H20 H21 H22 H23

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

千ｍ３/43.9535MJ

供給約款
選択約款

1.5 円

2.5 円

7.5 円

6.5 円

5.5 円

4.5 円

3.5 円

 原料費（輸入ガス）調整単価グラフ

Ｈ
２２
．
４
月

６
月

８
月

１０
月

１２
月

Ｈ
２３
．
２
月

４
月

６
月

８
月

１０
月

１２
月

Ｈ
２４
．
２
月

４
月

６
月

８
月

１０
月

料金反映の調整額（請求書に上乗せされる単価）
計算上の料金反映額（購入額に上乗せされる単価）

輸入ガス価格変動
による計算上の料
金調整額

お客様への基準単価に上乗せ
する料金調整額は限度額単価
で抑えられています

この差が市の負担
となっています

（円 /ｍ３）
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（円 / ﾄﾝ） （＄/bbl）



お疲れさまでした！
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問　健康増進室　☎７９２－９７６３健康　うおぬま

「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

優
秀
賞
を
受
賞

　

６
月
に
実
施
し
た
「
魚
沼
市
母

と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
小
林
彩

さ
ん
・
美
織
ち
ゃ
ん
親
子
が
、
魚

沼
市
代
表
と
し
て
参
加
し
た
「
新

潟
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
彩
さ
ん
は
「
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
美
織
ち
ゃ
ん

に
も
嬉
し
い
か
尋
ね
る
と
、
元
気

よ
く
「
う
ん
！
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
よ
い
歯
」を
守
っ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

多
年
に
わ
た
る
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
活
動
に
よ
り
地
域
住
民
の

保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
た
と

し
て
、金
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
田
尻
）

院
長
の
金
子
一
郎
医
師
が
、
９
月

２１
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
２９
回
が
ん
征
圧
新
潟
県
大
会
」

に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

公益財団法人

新潟県健康づくり財団
理事長表彰
－ 金子クリニック院長が受章 －

優秀賞を受賞した
小林さん親子

　お
めで
とうございます♪

■申し込みをしている方
　５月に送付した受診票・日程表をご確認ください。
■新たに受診を希望する方、受診票を紛失した方
　健康増進室へご連絡ください。受診票等の必要書類を
お送りします。（乳がん検診、子宮頸がん検診の日程は
終了しました）
　※受診票がないと検診を受けることができません。

健康診査・がん検診、受け忘れていませんか がん検診の精密検査は必ず受けてください

　がん検診は、がんを早期発見し、適切な治療を行うこと
でがんによる死亡を減少させることを目的としています。
　また、がん検診は、がんの有無が判明するまでの全て
の過程を指します。（図１参照）精密検査や治療を受け
ない場合は、がん検診を受けた意味がなくなってしまい
ます。自分の身体を守るためにも、精密検査が必要となっ
た場合は必ず受診してください。
※精密検査をしていないと、精密検査の受診が優先とな
　るため翌年度の検診の申し込みはできません。

がん検診 を。

いつもの暮らしに、
受診で早期発見！

いつもの暮らしに、

　

長
い
間
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
守
門
地
域
の

酒
井
正
男
さ
ん
と
入
広
瀬
地
域
の

浅
井
嘉
代
子
さ
ん
が
９
月
３０
日
で

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
に
は

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
29

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■９月の相談件数
　　　　…１０８件
　・電話　　９９件
　・来庁　　　９件
　・その他　　０件
{

○
感
謝
状
を
贈
呈

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

借 

金 

返 

済

無
料
相
談
会

「
多
数
の
消
費
者
金
融
か
ら
借
り

た
け
ど
返
せ
な
い
…
」

「
月
々
の
返
済
額
が
多
す
ぎ
て
、

生
活
が
で
き
な
い
…
」

「
ど
う
し
よ
う
…
」

と
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
、
借
金
は

利
息
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　

借
金
・
サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
法

律
の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
必
ず

解
決
の
方
法

が
見
つ
か
る

は
ず
で
す
。

日１１月２５日（日）
　１０：００～１６：００
場小出ボランティアセンター
相弁護士、司法書士
￥無料
定１０人
〆１１月２２日（木）
他相談時間は１人１時間程度
申市民相談センターへ事前に
　予約してください

浅井嘉代子さん 酒井正男さん

○
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
で
す

よろしくお願いします！

浅井ユリエさん
☎ 796-2961

多田敏幸さん
☎ 797-2581

　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
守
門
地
域
の
多
田
敏
幸
さ
ん

と
入
広
瀬
地
域
の
浅
井
ユ
リ
エ
さ

ん
が
、
十
月
一
日
付
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

みんなで築こう　人権の世紀　～考えよう　相手の気持ち　　育てよう　思いやりの心～

ビ
　ジ
ネ
　ス

交
流
会

ー  

盛
大
に
開
催  

ー

　

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が
１０
月
１７
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
に
は
、
１
０
７
の

企
業
・
団
体
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、

会
場
と
な
っ
た
堀
之
内
体
育
館
は

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
中
学
生
も
招
待
さ
れ
、

色
々
な
企
業
の
ブ
ー
ス
や
、
魚
沼

市
の
も
の
づ
く
り
の
技
術
等
を
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
好
評
を
博
す
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
。
来
年
は
ど
ん
な
企
業
が
出

展
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。↑多くの企業が参加する商談会

←中学生たちも興味津々。将来
　の道の参考になったかも！？

市報うおぬま　2012.11.10 　 14

がん検診の流れ

が
ん
検
診

精密検査が
必要

異常なし

精密検査 がん発見 治療

異常なしまたは良性の病変
次回の検診

【図１】

　

只
見
線
小
出
駅
～
大
白
川
駅
間

開
通
７０
周
年
を
記
念
し
、
１１
月
１１

日
に
、「
第
１
回
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

県
内
外
か
ら
５
０
０
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
、
魚
沼
の
秋
景
色

の
中
を
駆
け
抜
け
な
が
ら
市
内
を

縦
断
し
ま
す
。

　

当
日
は
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に

沿
道
か
ら
温
か
い
激
励
・
声
援
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

 

沿
道
か
ら

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
よ
う
！

第
１
回　

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す

問　

生
涯
学
習
課　

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

■
開
催
内
容　

　

１１
月

１１
日
（
日
）

＊
９
時　

　

ハ
ー
フ
（

２２
．
６

ｋｍ
）　　
　

　

響
き
の
森
公
園
ス
タ
ー
ト

＊
９
時

３０
分

　

４
ｋｍ
上
条
体
育
館
ス
タ
ー
ト

＊
１２
時　

競
技
終
了

■
コ
ー
ス　
　

＊
ハ
ー
フ

２２
．６

ｋｍ

　

響
き
の
森
公
園
～
「
県
道
小
出

守
門
線
」
～
上
原
～
吉
田
～
七
日

市
～
一
日
市
～
山
田
下
～
今
泉
～

清
本
～
赤
土
～
三
渕
沢
～
須
川
～

松
川
～
細
野
～
「
国
道
２
５
２ 

号
」
～
長
鳥
～
「
県
道
親
柄
大
白

川
停
車
場
線
」
～
西
名
～
東
野
名

～
寿
和
温
泉（
野
山
の
幸
資
料
館
）

＊
４

ｋｍ

　

上
条
体
育
館
～
東
野
名
～
寿
和

温
泉
（
野
山
の
幸
資
料
館
）
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フォトス
ケ
ッ
チ
う
お
ぬ
ま

　新潟・福島豪雨以降、災害復旧のため運休
となっていた只見線の大白川駅～只見駅間が
再開通となり、記念式典が行われました。７時
２０分発の列車に合わせてくす玉が割られ、
小出駅ホームはお祝いムードとなりました。

全線復旧に向けての一歩
ー 10.1　只見線大白川駅～只見駅間再開通式

　月岡公園のユリは季節ごとに可憐な花を咲
かせ、訪れる人の目を楽しませます。今年も
花が咲き終わったユリの球根掘りが行われ、
参加者たちはうっすら汗ばみながら懸命に球
根を掘っていました。

球根、いっぱい掘れたかな
ー 10.6　月岡公園・ユリの球根掘り

　国際交流基金の助成事業として 9月５日～１４日の間に、中央アジアのキルギス
共和国を訪れて居合道を指導した星野大吉さん（小出稲荷町）が市長へ活動報告を行
いました。３年目のこの事業も今年が最後とのこと。長い間大変お疲れさまでした。

キ
ル
ギ
ス
で
の
居
合
道
普
及
活
動
報
告

１０
月

２３
日　

国
際
交
流
基
金
助
成
事
業
報
告

　魚沼市地域振興センター駐車場で消防フェスティ
バルが行われました。火事を再現した煙の中を歩い
て脱出するコーナーや地震体験車などがお目見えし、
親子連れで賑わいました。応急手当体験コーナーでは、
子どもたちも真剣に救命訓練を受けていました。

日々の備えが大切
ー 10.6　消防フェスティバル

　ボール遊びなどを通じてスポーツの楽しさを伝え
る「キッズスポーツクリニック」の一環で、アルビ
レックス新潟レディースで活躍する上尾野辺めぐみ選
手がふたば東保育園に来園しました。上尾野辺選手の
シュートが披露されると園庭は歓声に包まれました。

これぞプロのシュート！「すご～い！」
ー 10.17　アルビキッズスポーツクリニック

　中越地震から８年を迎えたこの日、須原小学校で
結の灯りメモリアルコンサートが行われました。参
加者は「結の灯り」を玄関先に灯し、復興へ想いを
寄せました。コンサートにはミュージカルや舞台で
活躍する太宰陽子さんなどが出演しました。

８回目の明かりに想いを寄せて
ー 10.23　 結の明かりメモリアルコンサート

　ゼンマイ煮や “ キッコシ漬け ” などの美味しい郷土
料理を試食する、第１８回うおぬま食文化フォーラム
が開催されました。ちまき作り講習会では、上手な笹
の折り方やスゲの結び方のコツを、市内各地域のベテ
ラン主婦達が丁寧に指導していました。

秋の実りを「母ちゃんの味」に
ー 10.27  うおぬま食文化フォーラム



も
っ
と
知
り
た
い
！

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

４

問
ま
ち
づ
く
り
室

　
　

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

地
域
産
業
振
興
部
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
地
域
産
業
振
興
部

会
は
、
５
月
に
市
内
の
雪
室
を
見
学
し
、『
雪

国
の
利
』
を
生
か
し
た
取
組
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
の
お
米
の
雪
室

（
低
温
貯
蔵
施
設
）
も
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

ま
だ
雪
の
入
っ
て
い
な
い
内
部
の
状
態
を
見

学
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

完成したＪＡの雪室

　

ま
た
、
当
部
会
で
は
間
伐
材
を
活
用
し
、

木
工
品
で
魚
沼
の
名
産
と
な
る
も
の
が
作
れ

な
い
か
、
工
作
キ
ッ
ト
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
や

様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
お
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
の
意
見

で
、
新
商
品
を
作
る
場
合
に
市
場
の
意
見
を

参
考
に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

声
を
か
け
、
市
民
で
構
成
す
る
モ
ニ
タ
ー
組

織
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
な
ど
、
ス
イ
ー
ツ
好

き
に
は
興
味
深
い
提
案
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
振
興
部
会
は
、
こ
の
地
域
が
元

気
に
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い

く
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

情
報
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.machidukuri-uonuma.com/

　今回は、全国主要百貨店で「大新潟まつり」と銘
打った新潟県の物産と観光展を開催している「大新
潟まつり実行委員会」を紹介します。
　この団体は、新潟県産品の生産・製造・販売を行
う企業等で構成され、現在会員数は約２００社。魚
沼市からは、（株）米輝、（株）大力納豆、（有）芳林堂、
ミートショップまえじまの４社が会員になっていま
す。北海道から沖縄まで全国各地の百貨店及び総合
スーパーマーケット等
で物産展を年間約４０
回開催し、食品関係の
みならず生活雑貨、衣
料品や伝統工芸品など
の会員企業のうち３０
～６０社が物産展に参

加しています。１１月は阪神百貨店梅田本店、名鉄
百貨店本店（名古屋市）、１２月は水戸京成百貨店、
静岡伊勢丹などで物産展が開催される予定になって
います。魚沼の味を全国各地に向け発信しています。
　また、実行委員会事務局では、新たな会員企業を
募集しています。物産展で百貨店の目に留まり、単
独取引になるケースも多々あります。また、宣伝効
果も絶大で、物産展をきっかけに知名度も上がり、
注文が増えているそうです。
　商工業者の皆さん、ぜひ一緒に『魚沼』を全国に
向けて発信しませんか。

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
88 『魚沼の秋』を全国に向けて発信！  

■■ ■大新潟まつり実行委員会
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大新潟まつり実行委員会事務局

ＴＥＬ：025-246-0046 　ＦＡＸ：025-246-0045

ＵＲＬ： http://www.dai-niigata-matsuri.jp/

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2012年11月10日号

11.10

お知らせ版
１０月２１日新潟県知事選挙開票結果（魚沼市）

【前売券】
◦一般…2,500 円
◦学生・シニア（65 歳以上）、
　障害者手帳持参の人

…1,500 円
【当日券】各 500 円増
・全席指定
・未就学児入場不可
・保育ルーム（有料・要申込）

　

任
期
満
了
に
伴
う
魚
沼
市
長
選

挙
お
よ
び
魚
沼
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

◦
日
程

・
告
示
…
１１
月
２５
日
㈰

・
期
日
前
投
票
開
始
…
２６
日
㈪

・
郵
便
等
投
票
請
求
期
限
…
２８
日
㈬

・
期
日
前
投
票
、

　

不
在
者
投
票
終
了
…
１２
月
１
日
㈯

・
投
票
日
…
２
日
㈰

　

全
投
票
所
が
７
時
～
１８
時

・
開
票
…
小
出
郷
総
合
体
育
館

◦
投
票
で
き
る
人

・
平
成
４
年
１２
月
３
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人

・
平
成
２４
年
８
月
２４
日
以
前
に
住

　

民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
、
ま
た

　

は
転
入
の
届
出
を
し
た
人

※
転
出
さ
れ
た
人
は
投
票
で
き
ま

　

せ
ん
。

◦
期
日
前
投
票

　
　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
に
い
け
な
い
見
込
み

の
人
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参

の
う
え
、
各
庁
舎
の
投
票
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛
失
し
た

場
合
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
１１
月
２6
日
㈪
～
１２
月
１
日
㈯

・
小
出
公
民
館
（
小
出
庁
舎
隣
）

　

８
時
３０
分
～
２０
時

・
そ
の
他
の
庁
舎　
　
　
　
　
　

　

８
時
３０
分
～
１７
時

◦
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
な

ど
に
入
院
中
の
人
、
他
の
市
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
人
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

◦
入
場
券

　

入
場
券
は
、
１１
月
２2
日
㈭
に
配

達
を
開
始
し
、
１１
月
２６
日
㈪
に
は

配
達
完
了
と
な
る
予
定
で
す
。

　

入
場
券
は
１０
月
の
県
知
事
選
挙

当日の有権者数 ３３，１７４人

投票総数 ２０，１０１票

投票率 ６０．５９％

有効投票 １９，７７８票

無効投票 ３２３票

いずみだ　裕彦 １８，３７７票

ひわたし　しじお １，０７５票

マック赤坂 ３２６票

魚
沼
市
長
選
挙
お
よ
び
魚
沼
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

全
投
票
所 

７
時
～

１８
時 

で
す

（
午
前
７
時
）

（
午
後
６
時
）

と
同
様
に
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
主
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
を
開

い
て
、
選
挙
人
ご
と
に
切
り
離
し

て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２
・
９
２
０
７

投票日
１２月２日㈰

期
日
前
投
票
は

１１
月

２６
日
㈪
か
ら
開
始　

　

部
会
の
活
動
報
告
、
各
種
提
案

の
内
容
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
開
し
て
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
合
併
後
１０
年
に
向
か
っ
て

市
民
と
行
政
と
の
役
割
と
協
働
の

あ
り
方
や
、
今
後
の
魚
沼
流
の
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
探
り
ま
す
。

日
１１
月
１８
日
㈰
１４
時
か
ら

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
講
堂
対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

　数々のダンスコンテストで優勝した実力派電撃チョモ
ランマ隊と、ダンス番組で優勝の経験を持つ若きダンス
グループＫｏＲｏｃＫによる熱きバトルが魚沼で実現。

開場 18:30 開演 19:00
小出郷文化会館小ホール
特別出演：アートのつぼみ
　　　　　「ダンス」受講生

魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

第
２
回
市
民
会
議

問小出郷文化会館☎７９２・８８１１

うおぬま超劇シリーズ第２回&電撃チョモランマ隊
ＫｏＲｏｃＫ L

ラ イ ブ

IVE

11⁄30 ㈮

　

投
票
日
の　

　
　

開
閉
時
間

コ ロ ッ ク
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く
　
ら
　
し

 ◆
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
で
大
型

不
用
品
の
仲
介
を
行
い
ま
す

日
１１
月
１８
日
㈰
１３
時
～
１５
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
扱
い
品
…
家
具
類
、
ベ
ビ
ー

用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用
品

（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
入
や
家
電

製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日
用
雑
貨

等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。）

◦
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
…
１３
時
～
１５
時

 ◆
裁
判
員
制
度　
　
　
　
　

ま
も
な
く
候
補
者
の
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で
】

　

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無

作
為
に
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、

全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
２５
年
分
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で
約

２５
万
９
、２
０
０
人
で
す
（
有
権

者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
約

４
０
２
人
に
１
人
）。

【
裁
判
員
候
補
者
へ
の
通
知
】

　

平
成
２５
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
人
へ
、
名
簿
記

載
通
知
を
１１
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
こ
の
通
知
は
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
事

前
に
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の

調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
事

情
を
早
期
に
把
握
し
て
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
の
辞
退
に
つ
い
て
】

　

裁
判
員
候
補
者
の
辞
退
の
申
出
が

で
き
る
時
期
や
期
間
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候

補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る

質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
、
裁
判
の
当
日
（
選
任
手

続
時
）
に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
。

問
新
潟
地
方
裁
判
所

☎
０
２
５
・
２
２
２
・
４
１
７
５

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
等
の
募
集

 ◆
南
山
荘
支
援
員

・
募
集
定
員
…
若
干
人

・
応
募
資
格
…
特
に
必
要
な
い
が
、

ヘ
ル
パ
ー
等
の
資
格
（
あ
れ
ば
）

・
採
用
期
日
…
平
成
２５
年
２
月
１

日
～
３
月
３１
日
（
継
続
勤
務
有
）

・
職
務
内
容
…
南
山
荘
入
所
者
の

生
活
支
援
業
務
及
び
清
掃
業
務
等

・
勤
務
地
…
南
山
荘

・
賃
金
…
魚
沼
市
非
常
勤
職
員
賃

金
に
よ
る

・
勤
務
時
間
…
７
時
間
４５
分

・
試
験
日
…
平
成
２５
年
１
月
１０
日
㈭

・
試
験
会
場
…
南
山
荘

・
選
考
方
法
…
面
接
に
よ
る
選
考

・
応
募
方
法
…
電
話
ま
た
は
直
接

南
山
荘
へ

・
締
め
切
り
日
…
１２
月
２８
日
㈮

・
申
し
込
み
先
…
南
山
荘
事
務
室

☎
７
９
５
・
２
５
０
３

 ◆
林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）

◦
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

◦
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

 ◆
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
「
消
す
ま
で
は
出
な
い
行
か
な

い
離
れ
な
い
」

期
１１
月
９
日
㈮
～
１５
日
㈭

内
暖
房
器
具
等
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
、
訪
問
調
査
を
消
防
職
員

が
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
留
守
の

場
合
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

☎
７
９
２
・
７
１
６
８

安
心
・
安
全

 ◆
解
体
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

木
材
を
譲
り
ま
す

　

浅
草
山
荘
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
解
体

す
る
の
で
木
材
を
譲
渡
し
ま
す
。

日
１１
月
１６
日
㈮
１０
時
～
１５
時

場
浅
草
山
荘
ロ
グ
ハ
ウ
ス

内
内
覧
会
及
び
申
込
受
付

対
運
搬
及
び
再
利
用
を
自
己
負
担

で
行
え
る
人
￥
無
料

問
観
光
振
興
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
４

が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限
り
の

範
囲
で
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
・
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

℻
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０

Hh
ttp
://w

w
w
.rin
taikyo.

taisyokukin.go.jp/

information

 ◆
申
告
相
談
事
務
の
臨
時
職
員

　

申
告
相
談
会
（
所
得
税
・
住
民

税
）
関
連
の
事
務
補
助
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

・
募
集
定
員
…
４
人

・
応
募
資
格
…
普
通
自
動
車
運
転

免
許
・
パ
ソ
コ
ン
（
初
級
程
度
）

・
採
用
期
日
…
平
成
２５
年
１
月
１５

日
～
３
月
３１
日

・
職
務
内
容
…
申
告
相
談
会
関
連

事
務
・
運
営
補
助

・
勤
務
地
…
魚
沼
市
役
所
湯
之
谷

庁
舎
（
申
告
期
間
中
は
小
出
郷
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

・
賃
金
…
６
、９
０
０
円
（
日
給
）

・
勤
務
時
間
…
８
時
３０
分
～
１７
時

１５
分

・
試
験
日
…
１２
月
７
日
㈮

・
試
験
会
場
…
魚
沼
市
役
所
湯
之

谷
庁
舎

・
選
考
方
法
…
書
類
選
考
・
面
接

・
応
募
方
法
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

発
行
し
た
紹
介
状
に
履
歴
書
を
添

え
て
税
務
室
窓
口
も
し
く
は
郵
送

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
締
め
切
り
日
…
１１
月
２２
日
㈭
※
必
着

・
申
し
込
み
先
…
〒
９
４
６
︲

８
５
１
１
大
沢
２
１
３
番
地
１

税
務
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
１

健
康
・
福
祉

 ❶
や
さ
し
い
・
簡
単　
　
　

　

男
性
の
料
理
教
室

　

家
族
も
喜
ぶ
あ
っ
た
か
ご
飯

日
１１
月
１４
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
秋
、
冬
が
旬
の
食
材
を
使
い
温

か
な
料
理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
男
性
定
先
着
２０
人

￥
５
０
０
円
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
、
筆
記
用
具

〆
１１
月
１３
日
㈫

 ❸
献
血
（
全
血
）

日
１１
月
２６
日
㈪

①
魚
沼
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎
…

１０
時
～
１２
時
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
受
付
も
同
時
に
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。）

②
堀
之
内
公
民
館
…
１３
時
３０
分
～

１５
時
３０
分

内
献
血
種
別
…
全
血（
４
０
０
ｍ
ℓ
、

２
０
０
ｍ
ℓ
）
持
献
血
カ
ー
ド

 ❷
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　

眠
れ
な
い
・
気
分
が
落
ち
込
む
・

ひ
き
こ
も
り
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
・
物
忘
れ
等
の
精
神
面
の
相
談

日
１１
月
２８
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
守
門
健
康
セ
ン
タ
ー

内
ほ
ん
だ
病
院
・
本
田
潤
先
生
に
よ

る
個
別
相
談
（
精
神
科
に
通
院
中
の

人
は
主
治
医
の
了
解
が
必
要
で
す
。）

対
本
人
ま
た
は
家
族
定
３
人

￥
無
料

〆
１１
月
２２
日
㈭

健
康
増
進
室

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

申
問
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

 ❷
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者　

交
流
事
業
（
守
門
・
入
広

瀬
地
域
）

日
１２
月
６
日
㈭

場
守
門
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

内
園
児
と
の
交
流
・
昼
食
会　

対
守
門
・
入
広
瀬
地
区
在
住
の
概
ね

６５
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

￥
３
０
０
円
〆
１１
月
２２
日
㈭

持
入
浴
さ
れ
る
人
は
タ
オ
ル

申
守
門
支
所
☎
７
９
７
・
４
８
８
２

入
広
瀬
支
所
☎
７
９
６
・
２
５
４
９

 ❸
障
害
者　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業

日
１２
月
８
日
㈯
１０
時
～
１４
時

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
あ
ん
さ
＆
お
っ
さ
コ
ン
サ
ー
ト
他

対
市
内
在
住
の
障
害
者
及
び
そ
の

保
護
者

￥
５
０
０
円
（
申
込
時
に
納
入
）

〆
１１
月
２２
日
㈭

申
堀
之
内
支
所
☎
７
９
４
・
４
３
０
０

小
出
・
湯
之
谷
支
所
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

広
神
支
所
☎
７
９
９
・
３
９
９
０

守
門
支
所
☎
７
９
７
・
４
８
８
２

入
広
瀬
支
所
☎
７
９
６
・
２
５
４
９

 ❶
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者　

交
流
事
業
（
堀
之
内
地
域
）

日
１２
月
４
日
㈫
１０
時
～
１３
時

場
堀
之
内
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
堀
之
内
病
院
と
な
り
）

内
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
お
た
の
し
み

昼
食
会
）

対
堀
之
内
在
住
の
概
ね
６５
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

￥
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

〆
１１
月
２２
日
㈭

申
左
記
ま
た
は
地
区
民
生
委
員
へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

堀
之
内
支
所
☎
７
９
４
・
４
３
０
０

 ◆『
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

主
に
、
Ｂ
型
や
Ｃ
型
の
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
相
談
セ
ン
タ
ー
で
す
。

内
・
肝
炎
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

不
安
が
あ
る

・
検
査
や
治
療
を
し
た
い
が
ど
こ

に
行
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

・
助
成
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

な
ど

期
平
日
（
祝
日
を
除
く
）
１０
時
～
１６
時

相
専
門
の
相
談
員

申
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に

て
左
記
の
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
肝

疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
２
３
・
６
１
９
２

℻
０
２
５
・
２
２
３
・
６
１
９
３

Ｅ
メ
ー
ル

liver@
m
ed.niigata-u.ac.jp

Hhttp://w
w
w
.nuh.niigata-u.

ac.jp/liv/index.htm
l
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生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
皆
川
捷
巳
水
彩
画
展

　

原
虫
野
在
住
の
皆
川
捷
巳
さ
ん

に
よ
る
、水
彩
画
の
作
品
展
で
す
。

日
１１
月
１１
日
㈰
～
１２
月
２６
日
㈬

９
時
～
１６
時
（
祝
日
休
館
）

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
談
話
室

内
新
潟
県
美
術
展
入
選
作
、
魚
沼

市
展
入
賞
作
品
な
ど
今
年
描
い
た

作
品
１４
点
を
展
示
し
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

問
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２
・
０
０
８
２

 ◆
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

　

宮
柊
二
の
業
績
を
偲
び
、
そ
の

名
を
冠
す
る
全
国
短
歌
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
。

日
１１
月
１８
日
㈰
１２
時
か
ら

場
堀
之
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◦
選
者
講
評

歌
人
・
今
野
寿
美
さ
ん

歌
人
・
武
田
弘
之
さ
ん

◦
受
賞
者
表
彰
式

問
宮
柊
二
記
念
館

☎
７
９
４
・
３
８
０
０

 ❷
第
９
回
魚
沼
市
成
人
式

「
新
成
人
の
集
い
実
行
委

員
会
」
委
員
募
集

内
新
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
で
集
ま

り
、
成
人
式
第
二
部
「
新
成
人
の
集

い
」
の
企
画
、
運
営
等
を
行
い
ま
す
。

定
１０
人
程
度
〆
１２
月
７
日
㈮

 ❶
第
９
回
魚
沼
市
成
人
式

日
平
成
２５
年
５
月
４
日
㈷
㈯

場
小
出
郷
文
化
会
館

◦
第
一
部
…
記
念
式
典

◦
第
二
部
…
新
成
人
の
集
い

対
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、魚
沼
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
、

ま
た
は
魚
沼
市
内
の
各
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
を
原
則
と
し
ま
す
。

他
２
月
中
旬
に
対
象
者
へ
案
内
状

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

 ◆
０
～
３
才
向
け　
　
　
　

　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１１
月
１６
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
ぴ
ん
ぽ
ー

ん
」、「
な
ー
ら
ん
だ
」、「
ノ
ン

タ
ン
も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ
」、
紙
芝
居

「
の
ー
び
た
の
び
た
」、「
か
わ
る

よ
か
わ
る
よ
」な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

子
　
ど
　
も

 ◆
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
童

保
育
の
申
込
み
受
付
中

　

平
成
２５
年
４
月
か
ら
の
保
育

園
・
幼
稚
園
の
入
園
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
入
所

申
込
み
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〆
１１
月
１６
日
㈮
（
私
立
め
ぐ
み
幼

稚
園
を
除
く
。）

申
各
保
育
園
、
各
幼
稚
園
、
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
課

他
申
込
書
は
各
施
設
に
あ
り
ま

す
。
各
施
設
の
所
在
地
、
電
話
番

号
な
ど
は
、
市
報
う
お
ぬ
ま
１０
月

１０
日
号
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
課
☎
７
９
４
・
６
０
２
７

魚
沼
市
中
央
公
民
館

申
☎
７
９
４
・
６
０
２
６

催
　
　
　
し

 ◆「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
柏
崎
展

　

人
権
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
１２
月
５
日
㈬
～
１２
月
１０
日
㈪

９
時
～
１７
時（
初
日
は
１３
時
か
ら
、

最
終
日
は
１３
時
ま
で
）

場
柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ

内
パ
ネ
ル
展
示
や
記
念
講
演
な
ど

￥
無
料

問
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
柏
崎

展
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
５
７
・
２
３
・
５
１
１
１

 ◆
魚
沼
市
書
道
協
会
作
品
展

日
１１
月
１７
日
㈯
９
時
～
１７
時
、

１１
月
１８
日
㈰
９
時
～
１５
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
魚
沼
市
書
道
協
会
員
の
書
道
展

￥
入
場
無
料

問
魚
沼
市
書
道
協
会
事
務
局

横
山
☎
７
９
４
・
３
９
５
８

佐
藤
☎
７
９
７
・
２
２
２
５

 ◆「
い
の
ち
の
山
河　

日
本

の
青
空
２
」
上
映
会

　

い
の
ち
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。地
域
医
療
の
充
実
を
問
う
映
画
で
す
。

日
１１
月
２４
日
㈯
１０
時
か
ら
、
１４
時

か
ら
、
１９
時
か
ら
（
計
３
回
、
開

場
は
各
３０
分
前
）

場
小
出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

￥
前
売
１
、０
０
０
円

当
日
１
、５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）
他
後
援
：
魚
沼
市

問
魚
沼
九
条
の
会
・
星

☎
０
９
０
・
６
１
１
５
・
８
７
１
９

 ◆
魚
沼
市
民
囲
碁
将
棋
大
会

日
１１
月
２５
日
㈰
受
付
９
時
か
ら
、

対
局
９
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
個
人
戦
、
グ
ル
ー
プ
別
、
対
局

５
局
（
ス
イ
ス
方
式
）

対
ど
な
た
で
も

￥
会
員
１
、０
０
０
円
、
非
会

員
１
、２
０
０
円
、
小
中
学
生

５
０
０
円
〆
１１
月
１９
日
㈪

申
魚
沼
市
囲
碁
将
棋
会
・
渡
部

☎
℻
７
９
２
・
３
２
５
８
（
１３
時

～
１７
時
）

日
１１
月
１７
日
㈯
１３
時
～
１５
時
３０

分
（
開
場
１２
時
）
環
境
パ
ネ
ル

展
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◦
発
表
校

・
須
原
小
学
校
「
尾
瀬
環
境
学
習

で
感
じ
た
こ
と
・
学
ん
だ
こ
と
」

・
広
神
東
小
学
校
「
尾
瀬
か
ら
学

ん
だ
こ
と
～
自
然
の
美
し
さ　

自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
～
」

・
小
出
中
学
校
「
小
出
中
学
校

で
の
放
射
線
学
習
」

・
湯
之
谷
中
学
校
「
尾
瀬
学
習

と
環
境
学
習
の
取
り
組
み
」

・
堀
之
内
小
学
校
「
自
分
た
ち

の
環
境
づ
く
り
～
体
験
し
よ

う
、
感
じ
よ
う
、
考
え
よ
う
、

そ
し
て
取
り
組
も
う
～
」

◦
講
演
「
魚
沼
の
自
然　

豊
か
な

環
境
と
そ
こ
に
生
き
る
動
物
た
ち
」

講
日
本
野
鳥
の
会
新
潟
県
会
長
・

石
部
久
さ
ん
￥
無
料
申
不
要

問
学
校
教
育
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
２

環
境
対
策
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
６

　
子
ど
も
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

 ◆
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス　
　
　

　
　
　
（
社
交
ダ
ン
ス
）

日
１２
月
８
日
㈯
１８
時
３０
分
～
２１
時
３０
分

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
ど
な
た
で
も
￥
３
０
０
円

問
社
交
ダ
ン
ス
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
・
根

本
（
生
涯
学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
０
９
０
・
２
６
５
６
・
９
４
８
４

毎月２２日は『禁煙の日』
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙を！
　毎月２２日は、禁煙の日。シンボル
マークの２羽の白鳥が寄り添う姿から
スワンスワン（吸わん吸わん）で禁煙
を！をスローガンとしています。
　あなたも今月の２２日から『禁煙』
をはじめませんか？
問健康増進室☎７９２・９７６３

 ◆
Ｄ
Ｖ
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ

　

～
Ｄ
Ｖ
施
策
を
よ
り
進
め
て
い

く
た
め
に
～
（
新
潟
県
Ｄ
Ｖ
対
策

民
間
委
託
事
業
魚
沼
会
場
）

日
１２
月
５
日
㈬
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室

講
弁
護
士
・
黒
岩
海
映
さ
ん
（
南

魚
沼
法
律
事
務
所
）

対
ど
な
た
で
も
定
先
着
８０
人

￥
無
料
〆
１１
月
２９
日
㈭

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お
か

☎
℻
０
２
５
８
・
３
８
・
０
４
５
７

 ◆
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
救
済

給
付
金
の
申
請
期
限
延
長

　

特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

び
特
定
血
液
凝
固
ⅸ
因
子
製
剤
に

よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救

済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
請
求
期

限
が
、
平
成
３０
年
１
月
１５
日
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。

◦
給
付
金
等
の
支
給
の
仕
組
み
に

関
す
る
情
報
ペ
ー
ジ

Hhttp://w
w
w
.pm
da.go.jp/

kenkouhigai/c

︲kanen.htm
l

問
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
８
０
・
４
０
０

（
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
９
時
～
１７
時
）

毎月１９日は

　ご自分の適正体重をご存知です
か。身長 (m) ×身長 (m) ×２２＝
適正体重です。現在の体重と比較
してみませんか。
問健康増進室☎７９２・９７６３

食育普及マーク
「ショクビィー」

食育の日

日
１１
月
２２
日
、
２９
日
、
１２
月
６
日
、

１３
日
の
毎
週
木
曜
日
１３
時
３０
分
～

１５
時
３０
分

場
奥
只
見
郷
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
２
階
中
会
議
室

内
あ
い
さ
つ
等
の
初
歩
的
な
韓
国

語
や
韓
国
の
文
化
、
韓
国
人
観
光
客

に
喜
ば
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
、
礼
儀
等
つ
い
て
学
び
ま
す
。

講
韓
国
語
母
語
話
者

対
市
内
在
住
者

定
２０
人
（
先
着
順
）

￥
各
回
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
筆
記
用
具

申
魚
沼
Ｊ
Ｅ
Ｄ
事
務
局

（
㈳
魚
沼
市
観
光
協
会
内
）

☎
０
２
５
・
７
９
２
・
７
３
０
０

※
Ｊ
Ｅ
Ｄ
と
は
、Japan Endless 

D
iscovery

「
尽
き
る
こ
と
の
な
い

感
動
に
出
会
え
る
国
、
日
本
」
と
い

う
観
光
庁
の
訪
日
観
光
に
関
す
る
海

外
市
場
向
け
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

魚
沼
Ｊ
Ｅ
Ｄ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

外
国
人
お
も
て
な
し
入
門
講
座　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
国
編
）

 ◆
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展「
小

出
～
大
白
川
間
開
通

７０
周
年
記

念
展
・
只
見
線
の
あ
ゆ
み
」
展

示
解
説

日
１１
月
１８
日
㈰
１１
時
か
ら
（
約
１

時
間
程
度
）

場
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展
示
室

内
展
示
内
容
の
解
説
や
只
見
線
の

歴
史
に
つ
い
て
優
し
く
解
説
し
ま

す
。

講
目
黒
公
司
さ
ん

￥
入
館
料
大
人
２
０
０
円
・
子
ど

も
（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
円

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
３
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11 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 金 入広瀬図書室蔵書点検のため休館

だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

17 土
女性のための人権相談（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
民俗資料整理作業一般公開（10:00～12:00/上条会館）
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
小千谷・魚沼認知症フォーラム（14:00/小出ボランティアセンター）

18 日

休日窓口【小出庁舎のみ】（8:30 ～ 12:00）
（住民票・戸籍関係・印鑑証明の発行、印鑑登録）

日曜なんでも相談会・要予約（8:30/市民相談センター）
宮柊二記念館全国短歌大会（12:00/堀之内公民館大ホール）
リサイクルハウス（13:00～15:00/エコプラント隣）
第１３回音楽の夕べ（開演 13:00/ 小出郷文化会館）
ほっとスペースひまわり（13:00/広神コミュニティセンター）

19 月

20 火
みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
人権講演会（19:00/ 小出ボランティアセンター）

21 水
年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出商工会館）
要予約　長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
ブックスタート（13:00/小出子育て支援センターぱぴぷ）

22 木 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
ジョブカフェうおぬま（10:00～16:00/小出郷福祉センター）

23 金
24 土

25 日 借金返済無料相談（10:00～16:00/小出ボランティアセンター）
ほっとスペースひまわり（13:00/広神コミュニティセンター）

26 月 献血（10:00～12:00/湯之谷庁舎、13:30～15:30/堀之内公民館）

27 火 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
第 8 回農業委員会総会（14:00/ 広神庁舎）

28 水 アートのつぼみ「三味線」体験講座（19:00/小出郷文化会館）
29 木 守門図書室蔵書点検のため休館（11/30 まで）

30 金

第５期納期限（後期高齢者医療保険料）
第６期納期限（市・県民税、固定資産税、
介護保険料、国民健康保険税）
うおぬま超劇シリーズ２０１２「電撃チョモランマ
隊＆ＫｏＲｏｃＫライブ」（19:00/小出郷文化会館）

乳幼児健診
事業名 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児健診
４か月児 H24 年 8 月 20 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳
６か月児 H23 年 5 月 12 日㈬

湯之谷保健
センター３歳児 H21 年 12 月 19 日㈬

２歳児歯科 H22 年 12 月 11 日㈫

持母子健康手帳、問診票
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、健康増
　進室に連絡のうえ、治癒してからお越しください。
※乳児健診の対象者が、子ども健康カレンダーの対象
　者とは変更になっていますのでご注意ください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 ２０日㈭
10:45 ～ 11:00 対１２月生まれ

土曜開放日 １日、８日
9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
　より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 １８日㈫ 対１２月生まれ

身長・体重計測 １８日㈫午前 乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター １４日㈮
10:00 ～ 11:15 楽器で遊ぼう

入広瀬保健センター ２１日㈮
10:00 ～ 11:15

子育て支援センター12月 問健康増進室
☎ 792・9763

12月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会等
事業名 期日 受付 会場 対象（対象外でも参加可）

離乳食講習会
ステップ 1

7 日
（金）

9:30
～

9:45
小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

H24 年 9 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 2

4 日
（火） H24 年 5 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 3

11 日
（火） H24 年 2 月生の乳児の養育者

1 歳
歯みがき教室

18 日
（火）

9:15
～

9:30
H23 年 12 月生

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 にや
　むを得ず子どもを同伴する場合はバスタオル

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/

外
が い こ く じ ん

国人のための弁
べ ん ご し

護士による相
そ う だ ん か い

談会（外
が い こ く じ ん

国人１１０番
ば ん

）　問新
にいがたけんべんごしかい

潟県弁護士会☎０２５・２２２・５５３３

◦内
ないよう

容…結
けっこん

婚や離
り こ ん

婚など家
か ぞ く

族の問
もんだい

題、就
しゅうろう

労、契
けいやく

約、ビザなど法
ほうりつ

律に関
かん

する悩
なや

みごとに応
おう

じます。（秘
ひみつ

密は守
まも

られます。）

日１１月
がつ

１７日
にち

（土
ど

）１０：００～１６：００　場新
にいがたけんべんごしかいかん

潟県弁護士会館２階
かい

（新
にいがたし

潟市）

◦通
つ う や く か の う

訳可能な言
こ と ば

葉（予
よ て い

定）…英
え い ご

語、中
ちゅうごくご

国語、韓
かんこくご

国語、タ
た い

イ語
ご

、タ
た が ろ ぐ

ガログ語
ご

など

◎無
むりょうでんわそうだん

料電話相談（予
よ や く

約はいりません）☎０５７０・０４５５３３（当
とうじつかぎ

日限り）
◎無

むりょうめんせつそうだん

料面接相談（予
よ や く

約はいりません）

FREE LEGAL COUNSELING FOR FOREIGNERS　Inquiries　Niigata ken Bengoshi Kai　Phone Number;025・222・5533

Topics available for consultation include;family matters such as marriage and divorce,working,contract,status of 

residence,etc. (Confidentiality is ensured)

◦ Languages…English, Chinese, Korean, Thai,Tagalog　◦ Fee…Free of charge

◎ TELEPHONE COUNSELING(No appointment necessary)　Phone Number;0570・045533
◎ PERSON-TO-PERSON COUNSELING(No appointment necessary)　Place;Niigata ken Bengoshi Kaikan(Niigata City)
◦ DATE…Saturday,November17,2012　10:00a.m ～ 4:00p.m

各
種
相
談
等

 ◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

日
１１
月
２２
日
㈭
１０
時
～
１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
若
者
の
た
め
の
仕
事
探
し
の
お

手
伝
い
と
、
就
職
に
関
す
る
出
張

相
談
会
（
相
談
時
間
は
概
ね
５０
分

の
予
定
）

対
３９
歳
く
ら
い
ま
で
で
、
就
職
の

相
談
を
し
た
い
人

相
専
任
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

￥
無
料
定
５
人

〆
１１
月
２１
日
㈬

 ◆
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

日
１１
月
２３
日
㈷
㈮
１０
時
～
１５
時

☎
０
２
５
・
２
４
３
・
９
０
０
１

（
当
日
限
り
）

内
賃
金
の
未
払
い
・
サ
ー
ビ
ス
残

業
・
不
当
解
雇
等
の
相
談
や
職
場

内
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・

い
じ
め
等
の
相
談

相
司
法
書
士

問
新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
・
２
４
４
・
５
１
２
１

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

☎
０
２
５
８
・
３
８
・
６
１
８
１

Hhttp://w
w
w.niigata-jobcafe.jp/

小
出
郷
文
化
会
館

申 

問
☎
７
９
２
・
８
８
１
１

 ◆
第

１３
回
Ｋ
Ｒ
Ｏ
小
出
郷　

リ
コ
ー
ダ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

定
期
演
奏
会

日
１１
月
２３
日
㈷
㈮
開
場
１３
時
３０

分
、
開
演
１４
時

場
小
出
郷
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
全
席
自
由
）

演
Ｋ
Ｒ
Ｏ
小
出
郷
リ
コ
ー
ダ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
吉
沢
実
さ
ん（
音

楽
監
督
）・
南
魚
沼
市
民
会
館
リ

コ
ー
ダ
ー
教
室
（
友
情
出
演
）

内
古
い
塔
の
話
・
ス
リ
ー
ダ
ン
ス
・

君
を
の
せ
て
・
見
上
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
他

￥
一
般
１
、０
０
０
円
、学
生
（
小

学
生
～
高
校
生
）
５
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

 ◆
国
際
情
報
高
等
学
校　
　

海
外
大
学
進
学
コ
ー
ス　

開
設
記
念
講
演
会

　
『
浦
佐
か
ら
世
界
へ
』

　

県
立
国
際
情
報
高
等
学
校
で

は
、
平
成
２５
年
度
入
学
生
よ
り
、

海
外
大
学
進
学
コ
ー
ス
を
新
設
し

ま
す
。

　

海
外
の
大
学
に
興
味
の
あ
る
中

学
生
、
保
護
者
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
１１
月
１１
日
㈰
１３
時
か
ら

場
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

◦｢

考
え
る
力
、
感
じ
る
力
、
突

破
す
る
力
～
次
世
代
の
ア
ジ
ア
を

に
な
う
若
者
達
の
た
め
に
～｣

講
小
林
り
ん
さ
ん
（
公
益
財
団
法

人
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
ア
ジ
ア
軽
井
沢
設
立

準
備
財
団
代
表
理
事
）

◦｢

雑
草
の
よ
う
な
精
神
に
な
れ

ま
す
か
。
～
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら

学
ん
だ
こ
と
～｣

講
天
木
勇
樹
さ
ん
（
神
田
外
語
学

院
留
学
科
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

問
詳
細
は
「
国
際
情
報
高
校
」
で

検
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Hhttp://w
w
w
.kokusaijouhou-h.

nein.ed.jp/

　

ま
た
海
外
大
学
進
学
コ
ー
ス
の

概
要
説
明
お
よ
び
進
学
説
明
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
国
際
情
報
高
等
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を
お
願
い
し

ま
す
。

医
療
費
還
付
の
不
審
電
話
に
ご
注
意
を

◦
手
口
…
市
の
「
ホ
ケ
ン
課
」
と

名
乗
る
者
か
ら
の
電
話
で
「
医
療
費

の
払
い
戻
し
が
あ
り
、
８
月
に
緑
色

の
封
筒
で
通
知
を
出
し
た
。」「
申
請

期
限
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
期
限
後
も

申
請
が
で
き
る
」
と
説
明
し
た
後
、

執
拗
に
携
帯
番
号
や
口
座
番
号
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
電
話
で
の

対
応
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
他
市
で

も
酷
似
し
た
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ　

１１
月
１１
日
に
行
わ
れ
る
市
内
縦
断
マ

ラ
ソ
ン
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
と
な

る
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
名
称
は
？

①
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
稲
刈
マ
ラ
ソ
ン
」

②
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
」

③
「
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
秋
桜
マ
ラ
ソ
ン
」

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：７９２－９５００
Ｅメール：
reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

№７

こちらです。
窓口は

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１１月２２日（木）です。

 きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

　

現
在
、
日
本
舞
踊
「
市
山
流
」

の
師
範
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
お
弟
子
さ
ん
が
い
る
桜

井
さ
ん
。
そ
の
日
本
舞
踊
「
市
山

流
」
と
は
、
家
元
（
市い

ち
や
ま山
七な

十そ

世よ

さ
ん
）
が
新
潟
市
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
門
下
に
は

古
町
芸
妓
等
数
多
く
い
る
そ
う

で
、
桜
井
さ
ん
は
そ
の
家
元
の
も

と
で
今
も
修
行
中
で
す
。
伝
統
芸

能
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、

時
に
厳
し
く
辛
い
も
の
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
「
踊
り
が
好
き
」
と

い
う
思
い
が
あ
る
こ
と
が
、
桜
井

さ
ん
の
穏
や
か
で
あ
り
な
が
ら
芯

の
あ
る
口
調
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
十
五
夜
で
ひ
と

り
卒
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
屋
台

の
踊
り
子
を
募
集
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

く
れ
る
方
、踊
り
が
好
き
な
方
は
、

堀
之
内
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
以

外
で
も
ぜ
ひ
気
軽
に
来
て
み
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

税務室　☎７９２－９７５１
E ﾒｰﾙ：zeimu@city.uonuma.niigata.jp

税務課
（湯之谷庁舎１階）

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１１
月

２６
日

（月）

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

勇
壮
な
堀
之
内
十
五
夜
ま

つ
り
に
華
を
添
え
る
「
屋

台
」。
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

彩
り
、
多
く
の
写
真
愛
好
家
た
ち

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
て
い
る
の

が
「
島
河
屋
台
連
」
と
「
稲
荷
町

屋
台
連
」
の
ふ
た
つ
の
屋
台
で
す
。

そ
の
両
屋
台
の
上
で
華
や
か
に

踊
っ
て
い
る
の
は
、
桜
井
さ
ん
の

お
弟
子
さ
ん
た
ち
で
、
桜
井
さ
ん

は
下
座
と
し
て
い
つ
も
後
ろ
で
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
時
か
ら
お
遊
戯
が
大

好
き
だ
っ
た
桜
井
さ
ん
も
、
幼
い

頃
は
踊
り
子
で
し
た
。
一
年
を
通

し
稽
古
を
し
て
、
そ
の
成
果
を
き

れ
い
に
着
飾
っ
て
屋
台
で
披
露
す

る
。見
て
く
れ
た
人
た
ち
か
ら「
上

手
だ
っ
た
よ
。」
と
言
わ
れ
る
の

が
嬉
し
く
て
、
ま
た
来
年
も
頑
張

ろ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
友
達
と
一
緒
に
遊
び
た
い
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、
辞
め
ず
に
続

け
た
お
か
げ
で
今
の
私
が
あ
る
の

で
、
続
け
る
こ
と
を
勧
め
て
く
れ

た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
話
し
ま
す
。
そ
の
後
、
結
婚
や

出
産
な
ど
で
お
休
み
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
数
十

年
も
の
間
踊
り
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

桜
さくらい

井   綾
あやこ

子 さん（和長島）

移
り
、
そ
こ
か
ら
３０
年
後
の
天
正

９
年
（
１
５
８
１
年
）
に
新
保
の

領
主
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

保
山
田
下
に
あ
る
市
指
定
文
化
財

の
舘
之
内
居
館
跡
は
原
氏
の
館
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
年
）
会
津

に
移
り
そ
の
地
で
病
死
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

No.47

文
化
財
散
歩

市指定文化財の書跡・

「原丹波文書
（はらたんばぶんしょ）」

を紹介します。

　

天
正
９
年
（
１
５
８
１
年
）
２

月
７
日
、
原
丹
波
氏
か
ら
新
保
の

庄
屋
与
五
郎
に
宛
て
た
文
書
で
、

長
松
権
三
郎
、
上
条
宜
順
、
原
丹

波
の
三
人
が
領
分
の
山
の
境
界
を

定
め
た
と
き
の
も
の
で
す
。

原
氏
は
当
初
、
群
馬
県
藤
沢
市
に

居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
文
２０

年
（
１
５
５
１
年
）
頃
、
広
神
に

原丹波文書
（広神村文化財解説書より）

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊

１０
月
30
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
２
世
帯
６
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人

練習風景をパチリ。桜井
さんとお弟子さんの、凛
とした佇まいが素敵です。
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日本舞踊・市山流師範で堀之内の
屋台の踊り子の指導をされています。

森山　ノブ　　下町一　　　９４歳
小嶋佐次郎　　下町一　　　９４歳
⻆屋　　勝　　堀之内稲荷町　８７歳
吉田　春美　　堀之内稲荷町　６４歳
長壁　光平　　住吉町　　　７９歳
冨所　福三　　堀之内宮原町　７９歳
星野　弘作　　桜又　　　　８７歳
覚張　伴治　　田戸　　　　８２歳
志田　サタ　　徳田　　　１０５歳
並木　キミ　　古新田　　　９２歳
青木　ハル　　大清水住宅　９３歳
水瀨　久一　　青島東　　　８８歳
井口　新吾　　青島下　　　８９歳
金井　カツ　　上ノ原　　１０１歳
井口　マサ　　大下　　　　８９歳
佐藤　安治　　吉田　　　　８１歳
星　　恭而　　上折立　　　８７歳
風間　光二　　田中　　　　９１歳
石田　筆一　　下田　　　　８２歳
高橋　葊治　　栗山　　　　７２歳
森山　哲雄　　和田　　　　８５歳
酒井　信一　　田尻　　　　８９歳
星野伊佐夫　　中島　　　　７７歳
櫻井　キヨ　　一日市　　　９６歳

櫻井　久雄　　池平　　　　７９歳
志田　　好　　大倉沢　　　８５歳
馬場　マチ　　須原　　　　９３歳
平井　昭一　　守門宮原　　８５歳
田村　イキ　　大谷内　　　９７歳
田村セツエ　　大谷内　　　９０歳
五十嵐アキ　　東野名　　　９７歳
佐藤　ヒデ　　西名　　　　８５歳
齋藤ススミ　　穴沢　　　　９５歳
佐藤スズヱ　　穴沢　　　　９７歳
志田　寅市　　木ノ下　　　８７歳
渡邉　スイ　　横根　　　　９３歳
佐藤　　勇　　横根　　　　９３歳

星野　斗
と う あ

歩　義広・宏美　堀之内稲荷町
中林　昊

こ う が

雅　和俊・雅子　　下島一
上村　悠

ゆ う ま

真　良介・敦子　　　新田
髙橋いろは　卓弥・佳予子　　田川
今井　元

げ ん と

渡　大志・恵　　　　吉水
阿部このか　達也・奈美　小出稲荷町二
下村　心

み さ

彩　卓・愛美　　　古新田
泉田　　翔

しょう

　友之・祐樹　大河原二
神保　洸

こうよう

陽　澄夫・未希　　　中原
田澤　航

こうすけ

甫　弘朗・玲子　　十日町 
金本　大

ひ ろ と

翔　茂之・優理　　上ノ原
渡邉　優

ゆ う な

奈　憲将・奈津子　　大下
浅井敬

け い じ ろ う

二郎　修平・美悠貴　七日市
勝又瑠

る う な

有菜　裕樹・奈美　　　田中
星野　眞

ま っ と

人　達也・恵　　　　並柳
貝瀬　徠

ら い む

夢　孝則・笑美　　　並柳
佐藤　弘

こうげん

元　和文・恵　　　　今泉
和田　心

こ こ ね

音　寿和・麻耶　中島新田
遠藤　有

あ り さ

紗　和幸・玉　　　一日市
坂牧　愛

ま な か

花　和浩・明日香　三渕沢
エビィリィ陽

ひ ゅ う ご

友悟　ｽﾁｭｱｰﾄ・朗子　西村
須佐　希

の ぞ み

美　和彦・恵　　　平野又

（９月 21 日～ 10 月 20 日届出分） ※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。ひとのうごき
ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口 うち外国人 増減
男 19,706 41 -10
女 20,725 147 -8
計 40,431 188 -18

世帯数 13,661 +9

人口と世帯数（Ｈ 24.10.1 現在）

■
主
な
担
当
業
務

○
管
理
収
納
班
…
個
人
市
県
民
税
・
固
定
資

産
税
・
法
人
市
民
税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
保
育
園

保
育
料
等
の
徴
収
、
市
税
の
滞
納
処
分
、
移

管
未
収
債
権
の
滞
納
処
分
、
市
税
関
係
の
諸

証
明
、
税
務
統
計　

な
ど

○
市
民
税
係
…
個
人
市
県
民
税
・
法
人
市
民

税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
・
軽
自
動
車
税
等

の
賦
課　

な
ど

○
固
定
資
産
税
係
…
土
地
の
評
価
、
家
屋
の

評
価
、
償
却
資
産
の
申
告
、
固
定
資
産
税
の

賦
課
、
地
番
図
等
の
整
理
保
管　

な
ど

　

前
回
の
正
解
は
、
③
「
乳
が
ん
」
で
し
た
。

当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
松
田
貴
子
さ
ん
、
松
井
明
美

さ
ん
、
大
平
ヱ
ツ
コ
さ
ん
、
磯
部
キ
ノ
エ
さ
ん

南
雲
昇
さ
ん
【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】
中
村
柊

太
さ
ん
、
穴
沢
セ
ツ
イ
さ
ん
、
阿
達
京
子
さ
ん
、

酒
井
文
さ
ん
、
渡
辺
穂
香
さ
ん



児童絵画
魚
沼
市

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
の
花

　カ
タクリ

市
の

木　
コブシ

市
の

鳥　
ウグイス

市

の魚
　アユ

発行：魚沼市　　編集：魚沼市総務課 秘書広報室　
〒９４６ー８６０１　新潟県魚沼市小出島１３０番地１　☎０２５－７９２－１４９４
Ｅメール：reference@city.uonuma.niigata.jp　魚沼市役所ホームページ：http://www.city.uonuma.niigata.jp/

編
集
後
記

表
紙
の
写
真
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ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
の
上
尾
野
辺
選
手

に
お
会
い
し
ま
し
た
。
日
本

代
表
メ
ン
バ
ー
に
も
選
出
さ

れ
た
新
潟
が
誇
る
サ
ッ
カ
ー

選
手
の
ひ
と
り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
そ
う
に
走
る

姿
が
と
て
も
魅
力
的
で
、
レ

デ
ィ
ー
ス
の
試
合
も
応
援
に

行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。
レ

デ
ィ
ー
ス
じ
ゃ
な
い
方
の
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
も
残
り
あ
と

数
試
合
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。（
Ｓ
）

今月は広神東小学校

の児童の作品です

№

94

「卵の中の卵」
６年  小 幡  律 来  さん

「どきどきわくわくスプラッシュマウンテン」
２年  佐 藤  真 帆  さん

ミニミニクッキング！
Good!

no.94

サバ缶とねぎの蒸し煮（副菜）

①フライパンにサバ缶を汁ごと入れて軽くほぐす。

②しょうがはすりおろし、ねぎは斜め薄切りにす

る。①にしょうがと酒を入れて混ぜ、ねぎを上に乗

せたら、ふたをして火にかける。中火で蒸し煮にする。

③５分くらいしてねぎがしんなりしたら出来上が

り。好みでポン酢しょうゆや赤唐辛子をかける。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　170kcal　　たんぱく質　11.0 ｇ
脂質　7.5 ｇ　　炭水化物　8.8 ｇ　　塩分　0.1 ｇ

・減塩のポイント：ポン酢や七味で自分にあった味付けでいた

だきます。しょうゆは出し汁や酢で割ると風味が加わり、薄味

のしょうゆでもおいしいです。料理にしょうゆをかけるよりも、

お刺身のようにしょうゆを付けながら食べるほうが、しょうゆ

を使う量が少ないです。

材料（４人分）

サバ缶　　　　　　２缶

長ねぎ　　　　　　２本

しょうが　　　　１かけ

酒　　　　１／２カップ

ポン酢しょうゆ　　少々

七味唐辛子　　　　少々

　

秋
の
魚
野
川
に
は
、
毎
年

多
く
の
鮭
が
遡
上
し
て
き
ま

す
。
伊
勢
島
に
あ
る
一
括
採

捕
場
に
も
た
く
さ
ん
の
鮭
が

戻
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
例
年
に
な
い
ほ
ど
鮭
の
数

が
激
減
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
４
年
か
け
て
成
魚
と
な

り
、
産
卵
の
た
め
に
ふ
る
さ

と
の
川
に

命
が
け
で

戻
っ
て
く

る
姿
は
感

動
的
で
す
。


